
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
私
立
学
校
の
経
常
的
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の
種
類
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

（
総
務
学
事
課
）

一

�
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
労
働
政
策
課
）

�
香
川
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
農

政

課
）

告

示

�
保
安
林
の
指
定
予
定
の
通
知

（
み
ど
り
整
備
課
）

二

�
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
扶
助
担
当
機
関
の
指
定

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

三

�
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定
の
取
消
し

（
長
寿
社
会
対
策
課
）

�
漁
業
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
に
つ
い
て
の
同
意
の
成
立

（
水

産

課
）

�
道
路
の
区
域
変
更
（
四
件
）

（
道
路
保
全
課
）

�
道
路
の
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始

（

〃

）

五

�
昭
和
五
十
四
年
香
川
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号
（
指
定
代
理
金
融
機
関
及
び
収
納
代
理
金

融
機
関
が
取
り
扱
う
事
務
並
び
に
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
及
び
位
置
等
）
の
一
部
改
正

（
審

査

課
）

公

告

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請

（
県
民
参
画
課
）

六

�
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
（
二
件
）

（
経
営
支
援
課
）

�
地
籍
調
査
の
成
果
の
認
証

（
農

政

課
）

八

�
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
退
任
の
届
出

（
土
地
改
良
課
）

教
育
委
員
会
規
則

�
香
川
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

九
監
査
委
員
公
表

�
監
査
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
公
表

�
監
査
結
果
の
公
表

一
〇

私
立
学
校
の
経
常
的
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の
種
類
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
九
十
号

私
立
学
校
の
経
常
的
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の
種
類
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

私
立
学
校
の
経
常
的
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の
種
類
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
香
川
県
規
則

第
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
九
十
一
号

訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
香
川
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
八
号
イ
�
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
七
号
イ
�
」
に
改

め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
八
号
イ
�
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
七
号
イ
�
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
一
条
第
一
項
第
八
号
イ
�
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
七
号
イ
�
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

香
川
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

第７６号

平 成１５年

９月２６日（金曜日）

規

則

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

一



平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
九
十
二
号

香
川
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
香
川
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

八
条
農
政
課
の
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八

農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保
安

林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一
１

指
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

さ
ぬ
き
市
寒
川
町
石
田
東
字
板
ノ
尾
甲
三
〇
六
二
、
字
長
尾
谷
甲
三
一
三
〇
の
一

２

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

３

指
定
施
業
要
件

�

立
木
の
伐
採
の
方
法

�

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
に
係
る
市
森

林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１

指
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

香
川
郡
塩
江
町
大
字
安
原
下
字
高
橋
第
二
号
一
九
二
四
の
五
四

２

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

３

指
定
施
業
要
件

�

立
木
の
伐
採
の
方
法

�

主
伐
に
係
る
立
木
の
伐
採
を
禁
止
す
る
。

�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１

指
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
松
市
生
島
町
四
二
三
の
一
、
中
山
町
一
四
八
二
、
東
か
が
わ
市
小
海
字
南
谷
五
四
一
の
一
、
六

六
三
の
一
、
七
一
三
の
二
、
字
近
守
二
九
七
二
、
二
九
七
九
の
一
、
水
主
一
六
二
〇
、
一
六
五
八
の

一
〇
、
一
七
八
五
の
一
、
三
〇
八
二
の
一
、
三
二
〇
三
、
三
二
〇
七
、
三
三
五
四
、
三
三
七
七
の
二
、

三
三
七
八
の
三
、
三
四
五
一
、
三
五
〇
四
、
三
豊
郡
仁
尾
町
大
字
家
の
浦
字
下
家
の
浦
五
〇
〇
か
ら

五
〇
九
ま
で

２

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

３

指
定
施
業
要
件

�

立
木
の
伐
採
の
方
法

�

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
１

指
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

さ
ぬ
き
市
寒
川
町
石
田
西
字
小
倉
三
七
八
八
、
東
か
が
わ
市
小
海
字
川
原
谷
五
〇
四
の
一
〇
、
五

〇
五
の
二
、
字
柞
谷
二
六
三
八
、
東
山
字
友
国
八
二
九
の
五
、
水
主
二
〇
八
の
六
、
二
〇
八
の
七
、

二
一
一
の
一
、
三
六
二
四
の
一
、
三
六
五
三
の
一
、
三
九
〇
八
、
三
九
一
六
、
三
九
一
九
の
一
、
三

九
二
三
の
二

２

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

３

指
定
施
業
要
件

�

立
木
の
伐
採
の
方
法

�

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

告

示

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

二



�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
に
係
る
市
森

林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
香
川
県
環
境
森
林
部
み
ど
り
整
備
課
並
び
に
当

該
保
安
林
の
所
在
場
所
に
関
係
す
る
市
役
所
及
び
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介

護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
又
は
施
設
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関

を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
に
係
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
五
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込

み
に
つ
い
て
の
同
意
成
立
の
届
出
は
、
同
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認

め
る
。平

成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

観
音
寺
市
伊
吹
町
一
七
五
八
番
地

有
限
会
社
平
三
水
産

代
表
取
締
役

真
鍋
和
弘

観
音
寺
市
伊
吹
町
一
九
三
番
地

川
端

康
夫

二

同
意
を
得
た
加
入
区
の
名
称
及
び
漁
業
区
分

二
号
伊
吹
区
域

小
型
定
置
漁
業
で
あ
っ
て
３
に
掲
げ
る
漁
業
（
た
い
桝
網
漁
業
）
以
外
の
漁
業

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
年

十
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

高
松
志
度
線
（
二
百
七
十
二
号
）

指

定

年

月

日

事
業
所
（
施
設
）
の

名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
（
開
設
者
）

の
名
称
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

平
成
一
五
、
九
、
一

指
定
訪
問
介
護
事
業

所
み
な
み

東
か
が
わ
市
横
内
六

二
五
番
地
一

有
限
会
社
東
か
が
わ

福
祉
会

東
か
が
わ
市
横
内
六

二
五
番
地
一

訪
問
介
護

平
成
一
五
、
九
、
一

指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
み
な
み

東
か
が
わ
市
横
内
六

二
五
番
地
一

有
限
会
社
東
か
が
わ

福
祉
会

東
か
が
わ
市
横
内
六

二
五
番
地
一

居
宅
介
護
支
援

介
護
保
険

事
業
所
番
号

事

業

所

の

名

称

及

び

所

在

地

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指
定
取
消

年

月

日

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

三
七
七
一
四

〇
〇
二
九
二

た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

香
川
郡
香
川
町
大
字
川
東

下
三
一
三
番
地
一
和
幸
ビ

ル
五
階

有
限
会
社
シ
ー
エ
ス
高
松

取
締
役

青
野
啓
子

香
川
郡
香
川
町
大
字
浅
野

六
五
六
番
地
三

平
成
十
五
年

九
月
二
十
六

日

訪
問
介
護

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

三



三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
年

十
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
主
要
地
方
道
）

二

路

線

名

三
木
国
分
寺
線
（
十
二
号
）

三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
年

十
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

原
田
琴
平
線
（
二
百
六
号
）

三

道
路
の
区
域

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
年

十
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

炭
所
西
善
通
寺
線
（
百
九
十
九
号
）

三

道
路
の
区
域

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

高
松
市
仏
生
山
町
甲
三
八
七
番
一
地
先

か
ら

高
松
市
仏
生
山
町
甲
三
八
七
番
一
地
先

ま
で

前

二
〇
・
五

〜
二
一
・
〇

三

不
用
物
件
化

（
交
換
予
定
）

後

一
三
・
二

〜
二
一
・
〇

三

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

仲
多
度
郡
琴
平
町
苗
田
字
古
川
九
四
〇

番
二
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
琴
平
町
苗
田
字
古
川
九
三
八

番
一
地
先
ま
で

前

八
・
五

〜
一
〇
・
四

九
八

交
通
安
全
施

設
工
事
に
よ

る
自
転
車
歩

行
者
道
の
新

設

後

八
・
六

〜
一
五
・
一

九
八

変

更

前
後
別

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

さ
ぬ
き
市
志
度
字
竹
林
下
二
七
八
九
番

二
地
先
か
ら

さ
ぬ
き
市
志
度
字
竹
林
下
二
七
八
九
番

二
地
先
ま
で

前

二
八
・
〇

〜
三
〇
・
〇

七

不
用
物
件
化

後

二
八
・
〇

〜
二
八
・
〇

七

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

四



●
香
川
県
告
示
第
五
百
五
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
年

十
月
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

牟
礼
中
新
線
（
百
五
十
五
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

●
香
川
県
告
示
第
五
百
五
十
一
号

昭
和
五
十
四
年
香
川
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号
（
指
定
代
理
金
融
機
関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
が
取

り
扱
う
事
務
並
び
に
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
及
び
位
置
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十

五
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

二

指
定
代
理
金
融
機
関

２

指
定
代
理
金
融
機
関
の
店
舗
の
名
称
及
び
位
置
の
表
備
考

指
定
代

理
金
融
機
関
香
川
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
業
務
を
代
理
す
る
農
業
協
同
組
合
の
名
称
並
び
に
店

「

舗
の
名
称
及
び
位
置
の
表
香
川
県
農
業
協
同
組
合
の
項
中

城

坤

支

店

丸
亀
市

報
徳
中
津
出
張
所

丸
亀
市

」

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）
備

考

高
松
市
春
日
町
字
浜
免
一
五
三
九
番
一

地
先
か
ら

高
松
市
木
太
町
字
東
新
開
二
八
二
三
番

三
地
先
ま
で

前

八
・
二

〜
二
三
・
〇

二
二
〇

仮
設
用
仮
道

設
置

後

八
・
二

〜
二
三
・
〇

二
二
〇

一
四
・
〇

〜
五
二
・
六

二
三
六

前

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
下
大
宮

六
三
五
番
二
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
杉
上

上
所
七
二
八
番
一
地
先
ま
で

三
・
一

〜八
・
五

一
七
六

道
路
改
修
事

業
（
バ
イ
パ

ス
新
設
及
び

現
道
拡
幅
）

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
杉
上

上
所
七
二
八
番
一
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
川
原

添
三
四
六
番
一
地
先
ま
で

四
・
七

〜九
・
六

四
一
四

後

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
下
大
宮

六
三
五
番
二
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
杉
上

上
所
七
二
八
番
一
地
先
ま
で

三
・
一

〜八
・
五

一
七
六

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
字
下
大
宮

六
三
二
番
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
杉
上

上
所
七
二
八
番
一
地
先
ま
で

一
四
・
七

〜
二
六
・
〇

一
七
六

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
杉
上

上
所
七
二
八
番
一
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
下
字
川
原

添
三
四
六
番
一
地
先
ま
で

九
・
六

〜
二
二
・
七

四
一
四

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

五



「
を

城

坤

支

店

丸
亀
市

に
改
め
る
。

」

●
香
川
県
公
告
第
五
百
七
十
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
六
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
が
ら
か
タ
ン
ト

金
丸

寛
郎

高
松
市
亀
井
町
四
番
地
一
二
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
別
館
二
階

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
結
婚
を
支
援
す
る
活
動
、
介
護
事
業
の
支
援
、
社
会
教
育
の
推
進
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
環
境
保
全
活
動
、
情
報
化
・
経
済
活
性
化
、
雇
用
促
進
支
援
活
動
等
を
行
い
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
五
百
七
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
フ
ジ

愛
媛
県
松
山
市
宮
西
一
丁
目
二
番
一
号

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ジ
グ
ラ
ン
十
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
北
エ
リ
ア

高
松
市
十
川
東
町
字
佐
古
四
三
番
一
ほ
か

３

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

�

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

変
更
前

午
前
十
時
（
年
間
三
十
日
は
、
午
前
九
時
）

変
更
後

午
前
九
時

	

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

変
更
前

午
前
九
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で

た
だ
し
、
別
図
の
駐
車
場
４
に
あ
っ
て
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
、
駐
車
場

５
に
あ
っ
て
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
と
す
る
。

変
更
後

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
前
零
時
ま
で

た
だ
し
、
別
図
の
駐
車
場
４
に
あ
っ
て
は
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
十
時
ま
で
、

駐
車
場
５
に
あ
っ
て
は
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
と
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
三
の
１
の
場
所
に
お
い
て
三
の
２
の
期
間
縦
覧

に
供
す
る
。

４

変
更
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
十
六
日

５

変
更
す
る
理
由

来
店
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

二

届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
十
二
日

三

届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課

公

告

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

六



２

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
か
ら
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
（
月
曜
日
）
ま
で

四

意
見
書
の
提
出

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周

辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
次
の
項
目

を
記
載
し
た
書
面
を
本
日
か
ら
四
月
以
内
（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
（
月
曜
日
）
ま
で
）
に
次
の

提
出
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支

援
課
及
び
高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課
に
お
い
て
当
該
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。

１

記
載
す
べ
き
項
目

�

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

	

事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
沿
革




意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

�

意
見
の
内
容

２

提
出
先

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
商
業
・
金
融
グ
ル
ー
プ

●
香
川
県
公
告
第
五
百
七
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

届
出
の
概
要

１

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
フ
ジ

愛
媛
県
松
山
市
宮
西
一
丁
目
二
番
一
号

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ジ
グ
ラ
ン
十
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
南
エ
リ
ア

高
松
市
十
川
東
町
字
佐
古
五
四
番
ほ
か

３

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

�

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

変
更
前

午
前
十
時
（
年
間
三
十
日
は
、
午
前
九
時
）

変
更
後

午
前
九
時

	

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

変
更
前

午
前
九
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で

変
更
後

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
前
零
時
ま
で

４

変
更
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
十
六
日

５

変
更
す
る
理
由

来
店
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

二

届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
十
二
日

三

届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課

２

縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
か
ら
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
（
月
曜
日
）
ま
で

四

意
見
書
の
提
出

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周

辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
次
の
項
目

を
記
載
し
た
書
面
を
本
日
か
ら
四
月
以
内
（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
（
月
曜
日
）
ま
で
）
に
次
の

提
出
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支

援
課
及
び
高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課
に
お
い
て
当
該
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す
る
。

１

記
載
す
べ
き
項
目

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

七



�

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

	

事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
沿
革




意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

�

意
見
の
内
容

２

提
出
先

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
商
業
・
金
融
グ
ル
ー
プ

●
香
川
県
公
告
第
五
百
七
十
三
号

木
田
郡
牟
礼
町
の
行
っ
た
地
籍
調
査
の
成
果
は
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で

二

成
果
の
名
称

１

木
田
郡
牟
礼
町
地
籍
図

２

木
田
郡
牟
礼
町
地
籍
簿

三

調
査
を
行
っ
た
地
域

大
字
牟
礼
の
一
部

四

認
証
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

●
香
川
県
公
告
第
五
百
七
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
三
豊
郡

山
本
町
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
の
退
任
及
び
就
任
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

退
任
し
た
役
員

役
員
の

氏

名

住

所

退
任
年
月
日

種

類

理

事

大
橋

良
男

三
豊
郡
山
本
町
大
字
辻
一
一
八
八
番
地

平
成
一
五
、
八
、
二
七

〃

片
桐

憲
昭

〃

〃

〃

一
五
二
九
番
地

〃

〃

中
西

清
久

〃

〃

〃

二
五
四
二
番
地
一

〃

〃

山
本

正
夫

〃

〃

大
字
河
内
七
二
五
番
地

〃

〃

豊
田

信
雄

〃

〃

〃

三
三
〇
〇
番
地

〃

〃

三
好

淳
一

〃

〃

大
字
大
野
一
〇
五
七
番
地
一

〃

〃

山
崎

一
雄

〃

〃

大
字
財
田
西
五
八
五
番
地

〃

〃

森

正
一

〃

〃

大
字
神
田
一
七
七
四
番
地

〃

〃

小
山

重
雄

〃

〃

〃

二
七
八
四
番
地
二

〃

監

事

橋
田

忠
明

〃

〃

大
字
辻
三
九
二
七
番
地
一

〃

〃

豊
田

武
司

〃

〃

大
字
河
内
一
〇
七
番
地

〃

〃

内
田

調
助

〃

〃

大
字
大
野
二
一
五
三
番
地

〃

〃

細
川

義
治

〃

〃

大
字
神
田
三
〇
八
七
番
地

〃

二

就
任
し
た
役
員

役
員
の

氏

名

住

所

就
任
年
月
日

種

類

理

事

大
橋

良
男

三
豊
郡
山
本
町
大
字
辻
一
一
八
八
番
地

平
成
一
五
、
八
、
二
八

〃

原

享

〃

〃

〃

三
一
一
番
地
三

〃

〃

原

實

〃

〃

〃

三
〇
七
五
番
地

〃

〃

豊
田

信
雄

〃

〃

大
字
河
内
三
三
〇
〇
番
地

〃

〃

山
本

正
夫

〃

〃

〃

七
二
五
番
地

〃

〃

河
野

保
夫

〃

〃

大
字
大
野
九
〇
一
番
地

〃

〃

矢
野

優

〃

〃

〃

二
〇
三
九
番
地
一

〃

〃

白
川

正
晴

〃

〃

大
字
神
田
一
三
〇
五
番
地
二

〃

〃

大
西

英
治

〃

〃

〃

三
五
三
七
番
地

〃

監

事

豊
田

幹
夫

〃

〃

大
字
辻
四
〇
〇
四
番
地
一

〃

〃

豊
田

武
司

〃

〃

大
字
河
内
一
〇
七
番
地

〃

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

八



〃

三
崎

恒
伸

〃

〃

大
字
財
田
西
一
四
八
四
番
地

〃

〃

近
藤

行
雄

〃

〃

大
字
神
田
一
三
八
五
番
地

〃

香
川
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

香

川

県

教

育

委

員

会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号

香
川
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
趣
旨
）
」
を
付
す
る
。

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
教
育
委
員
会
の
表
彰
）
」
を
付
す
る
。

第
三
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
教
育
長
の
表
彰
）
」
を
付
す
る
。

第
六
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
死
亡
者
に
対
す
る
表
彰
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
、
既
に
」
を
「
既
に
」

に
改
め
、「
そ
の
者
に
付
す
る
」
を
削
り
、
「
遺
族
」
を
「
そ
の
遺
族
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す

る
。第

五
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
表
彰
の
方
法
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
但
し
」
を
「
こ
の
場
合
に
お
い

て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
表
彰
の
申
出
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改

め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
）

第
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
表

彰
は
、
行
わ
な
い
。

一

刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
刑
の
言
渡
し
が
失
効
し
た
者
を
除
く
。
）

二

破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

三

教
育
関
係
機
関
又
は
教
育
関
係
団
体
で
あ
つ
て
、
そ
の
長
又
は
代
表
者
が
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
香
川
県
教
育
委
員
会
又
は
教
育
長
が
表
彰
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
も
の

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

教
育
委
員
会
規
則

監
査
委
員
公
表

措
置

の
状

況

平
成
１５
年
６
月
分
給
与
に
お
い
て
返

納
、
追
給
済
み
で
あ
る
。

監
査

結
果
（
対

象
機

関
）

ア
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

週
休
日
の
割
振
り
変
更
を
同
一
週

内
に
お
い
て
行
う
場
合
に
は
超
過
勤

務
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
支
給
割
合
１００
分
の
２５
の

超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
て
お
り
、

ま
た
、
週
を
越
え
て
割
振
り
変
更
を

行
う
場
合
に
お
い
て
当
該
週
の
勤
務

時
間
が
４０
時
間
を
超
え
る
と
き
に
は
、

支
給
割
合
１００
分
の
２５
の
超
過
勤
務

手
当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

指
導
注
意
事
項

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
４０
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
１２
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き

又
は
監
査
の
結
果
を
参
考
と
し
て
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１５
年
９
月
２６
日

香
川
県
監
査
委
員

鎌
田

守
恭

同
名

和
基

延

同
石

川
�

治

同
広

瀬
員

義

１
監
査
対
象
部
局

健
康
福
祉
部
（
病
院
事
業
会
計
）

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１４
年
度

３
措
置
の
状
況

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

（
第
九
〇
六
八
号
）

九



今
後
、
作
成
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
努

め
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
支
給
し
て
い
な
い

の
で
、
返
納
さ
せ
、
又
は
追
給
す
る

必
要
が
あ
る
。
（
丸
亀
病
院
）

イ
委
託
契
約
事
務
に
つ
い
て

予
定
価
格
が
３０
万
円
を
超
え
る
随

意
契
約
を
す
る
場
合
は
、
予
定
価
格

調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
委
託
契
約

（
契
約
金
額
８５６
，８００
円
）
及
び
浄

化
槽
維
持
管
理
委
託
契
約
（
契
約
金

額
６６８
，４００
円
）
に
つ
い
て
は
、
予

定
価
格
調
書
を
作
成
し
て
い
な
か
っ

た
。
（
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
）

文
書
館

平
成
１５
年
４
月
２１
日

総
務
学
事
課

平
成
１５
年
６
月
３
日

法
務
文
書
課

〃

税
務
課

〃

危
機
管
理
課

平
成
１５
年
６
月
５
日

消
防
学
校

〃

統
計
調
査
課

〃

秘
書
課

〃

行
政
企
画
課

平
成
１５
年
６
月
６
日

自
治
研
修
所

〃

職
員
課

〃

青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

平
成
１５
年
６
月
９
日

青
年
セ
ン
タ
ー

〃

国
際
課

平
成
１５
年
６
月
１３
日

４
監
査
の
結
果

財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
他
の
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
関
係
機
関
に
口
頭
に
よ
り
指
導
を
行
っ
た
。

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
厳
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
留
意
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

�
指
摘
事
項

該
当
事
項
な
し

�
指
導
注
意
事
項

ア
預
金
利
息
の
収
入
事
務
に
つ
い
て

資
金
前
渡
職
員
の
預
金
口
座
に
２
円
の
預
金
利
息
が
生
じ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
事
務
処
理
を

怠
り
、
県
へ
の
収
入
手
続
を
執
っ
て
い
な
か
っ
た
。
（
国
際
課
）

イ
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
許
可
に
係
る
管
理
諸
経
費
の
収
入
事
務
に
つ
い
て

自
動
販
売
機
を
設
置
さ
せ
る
た
め
、
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
許
可
を
行
っ
た
が
、
管
理
諸
経

費（
電
気
料
）の
積
算
を
行
う
に
当
た
り
、
月
間
稼
働
日
数
の
算
定
を
誤
っ
て
管
理
諸
経
費
を
収
入

し
て
い
る
の
で
、
正
当
な
積
算
額
と
の
差
額
分
を
戻
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
青
少
年
・
男
女
共

同
参
画
課
）

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
４１
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１５
年
９
月
２６
日

香
川
県
監
査
委
員

鎌
田

守
恭

同
名

和
基

延

同
石

川
�

治

同
広

瀬
員

義

１
監
査
対
象
部
局

総
務
部

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１４
年
度

３
監
査
の
概
要

監
査
対
象
機
関

監
査
年
月
日

西
讃
県
税
事
務
所

平
成
１５
年
４
月
１５
日

東
讃
県
税
事
務
所

平
成
１５
年
４
月
１７
日

中
讃
県
税
事
務
所

平
成
１５
年
４
月
１８
日

香

川

県

報

平
成
十
五
年
九
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二
十
六
日
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ま
た
、
休
日
に
勤
務
を
命
じ
た
場
合
に
、
誤
っ
て
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
の
処
理
を
行
い
、

超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
て
い
た
の
で
、
超
過
勤
務
手
当
相
当
額
の
返
納
を
さ
せ
る
と
と
も
に
、

代
休
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
勤
務
時
間
に
対
し
１００
分
の
１３５
の
割
合
で
休
日
給
を
追

給
す
る
と
と
も
に
、
休
日
給
が
支
給
さ
れ
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
る
時
間
に
対
し
１００
分

の
１３５
の
超
過
勤
務
手
当
を
追
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
総
務
学
事
課
、
行
政
企
画
課
）

（
ウ
）
週
休
日
に
新
た
に
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
行
っ
た
場
合
、
割
り
振
っ
た
８
時
間
の
勤
務
時
間

を
超
え
た
時
間
に
対
し
て
は
１００
分
の
１２５
の
割
合
で
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ま
た
、
当
日
の
午
前
０
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
の
間
に
勤
務
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
間

に
対
し
１００
分
の
１５０
の
割
合
で
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
１００
分
の
１３５
及
び
１００
分
の
１６０
の
割
合
で
支
給
し
て
い
た
た
め
、
正
当
額
と

の
差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
（
危
機
管
理
課
）

（
エ
）
週
休
日
に
新
た
に
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
行
っ
た
場
合
、
割
り
振
っ
た
８
時
間
の
勤
務
時
間

を
超
え
た
時
間
に
対
し
て
は
１００
分
の
１２５
の
割
合
で
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１００
分
の
１３５
の
割
合
で
支
給
し
て
い
た
た
め
、
正
当
額
と
の
差
額
分

を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
に
当
た
り
、
週
を
越
え
て
勤
務
を
要
し
な
い
時
間
を

定
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
割
り
振
っ
た
勤
務
時
間
に
対
し
１００
分
の
２５
の
割
合
で
超
過
勤
務
手

当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
給
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
追
給
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
秘
書
課
）

キ
賃
金
の
支
給
に
つ
い
て

日
々
雇
用
職
員
の
賃
金
の
支
給
に
当
た
り
、
出
勤
日
数
を
誤
っ
て
算
定
し
た
た
め
、
正
当
額
と

の
差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
（
法
務
文
書
課
）

�
検
討
指
示
事
項

ア
県
税
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

県
税
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
の
滞
納
者
に
対
し
て
積
極
的
に
差
押
え
を
行
う
な
ど
、
徴
収
に

努
め
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
多
額
の
収
入
未
済
額
が
あ
り
、
引
き
続
き
効
果
的
な
徴
収
確
保
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
（
税
務
課
）

イ
諸
手
当
等
庶
務
事
務
の
適
正
化
に
つ
い
て

諸
手
当
及
び
旅
費
の
支
給
に
関
す
る
誤
り
が
、
各
部
局
に
わ
た
っ
て
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

ウ
旅
費
の
支
給
に
つ
い
て

（
ア
）
県
費
負
担
を
伴
う
会
議
に
お
い
て
、
職
員
の
個
人
負
担
を
伴
わ
ず
に
昼
食
が
提
供
さ
れ
た
た

め
日
当
を
減
額
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
額
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

日
当
の
２
分
の
１
相
当
額
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
（
総
務
学
事
課
）

（
イ
）
定
期
券
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
利
用
の
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
、

そ
の
経
路
に
通
勤
定
期
の
通
用
区
間
を
含
む
出
張
を
命
じ
、
旅
費
計
算
に
当
た
っ
て
通
勤
手
当

と
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
整
を
せ
ず
誤
っ
た
額
の
旅
費
を
支
給
し
て
い

る
の
で
、
正
当
額
と
の
差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
（
統
計
調
査
課
）

エ
扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

別
居
の
祖
母
を
扶
養
親
族
と
し
て
認
定
す
る
場
合
に
は
、
収
入
状
況
に
関
す
る
証
明
書
等
同
居

の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
書
類
に
加
え
、
別
居
の
理
由
及
び
扶
養
の
方
法
を
具
体
的
に
記
載
し
た

書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
運
用
上
の
要
件
で
あ
る
祖
母
へ
の
仕
送
り
額
が
、

祖
母
の
収
入
額
全
体
の
３
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
支
給
要
件
を
十
分
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。
（
東
讃
県
税
事
務
所
）

オ
通
勤
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

自
転
車
で
通
勤
す
る
職
員
の
通
勤
手
当
の
支
給
に
当
た
り
、
通
勤
距
離
の
入
力
を
誤
っ
た
た
め
、

通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
（
危
機
管
理
課
）

カ
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

（
ア
）
週
休
日
に
新
た
に
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
行
い
、
週
を
越
え
て
勤
務
を
要
し
な
い
時
間
を
定

め
た
た
め
、
割
り
振
っ
た
勤
務
時
間
に
対
し
１００
分
の
２５
の
割
合
で
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し

た
が
、
異
な
る
週
に
属
す
る
週
休
日
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
に
よ
り
、
初
め
に
新
た
に
勤

務
時
間
を
割
り
振
っ
た
週
に
お
い
て
勤
務
を
要
し
な
い
日
又
は
時
間
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

結
果
的
に
当
該
週
の
勤
務
時
間
が
４０
時
間
を
超
え
な
か
っ
た
の
で
、
１００
分
の
２５
の
割
合
で
支

給
し
た
超
過
勤
務
手
当
相
当
額
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
（
総
務
学
事
課
、
税
務
課
）

（
イ
）
同
一
週
に
お
い
て
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
を
行
っ
た
た
め
、
週
の
勤
務
時
間
が
４０
時
間
を

超
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
週
休
日
に
新
た
に
勤
務
を
命
じ
た
時
間
に
対
し
、
誤
っ
て

１００
分
の
２５
の
割
合
で
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
て
い
た
の
で
、
支
給
し
た
超
過
勤
務
手
当
相

当
額
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

香

川
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平
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六
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古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

超
過
勤
務
手
当
、
旅
費
等
の
支
給
事
務
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
が
行
わ
れ
、
届
出
に
つ
い

て
再
確
認
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
事
務
処
理
上
の
誤
り
が
発
生
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
担
当
職
員
の
理
解
不
足
や
不
注
意
は
も
と
よ
り
、
管
理
者
の
確
認
不
足
と

判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

つ
い
て
は
、
担
当
職
員
等
に
対
し
実
践
的
な
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
審
査
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
同
様
の
誤
り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。（
行
政
企
画
課
）

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http : //www.pref.kagawa.jp/

平
成
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（
購
読
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五
百
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